
１．はじめに
岩手県久慈市に分布する上部白亜系の久慈層群は，

琥珀を豊富に含む国内随一の地層として名高い．この

いわゆる久慈琥珀は最大で人頭大に達するものが知ら

れ，玉川層の黒色の炭質泥岩に特に多く含まれ，縄文

時代から現在に至るまで採掘が続けられている（木村

ら，２００５）．著者の一人佐々木は，久慈琥珀博物館の

近傍に位置する琥珀採掘体験場に露出する玉川層の上

部より２００３年以降，カメ類（カメ目）やワニ類（ワニ

形目）などの爬虫類化石を採集し，平山らに鑑定を依

頼してきた．２００８年にはカメ類のほぼ完全な甲羅が発

見され，また恐竜類（鳥盤目）の骨格も確認された．

白亜紀の陸生カメ類は，当時の古生物地理の解明に

非常に有効であることが知られている（Hirayama et
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Abstract
Diverse terrestrial vertebrates have been found from the upper part of the Tamagawa

Formation（Late Cretaceous, Santonian）of the Kuji Group since 2003. Shell materials of Adocus sp.

（Adocidae ; Cryptodira ; Testudines）, presumed as a semiaquatic turtles, are particularly abundant,

including a nearly complete 40 cm long shell . Some characters, such as enormous enlargement of

marginal scutes overlying the middle of costals, and loss of cervical scute, are unique features for this

specimen. Another costal bone is identified as a turtle of the Family Nanhsiungchelyidae, an extinct

terrestrial group, based on its coarser decorations on the shell surface and deeper scute sulci. Other

than turtles , a left ischium of ornitischian dinosaur and a few isolated teeth of crocodile were

recovered from the same locality.
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al .,２０００；平山，２００６，２００７）．また玉川層を被覆す

る国丹層には示準化石を産出する海成層が挟在されて

いることから，陸生脊椎動物を産出する東アジアの上

部白亜系の中でも，かなり高精度の年代対比が可能な

産地として注目される．本論では久慈層群玉川層より

発見された脊椎動物化石（久慈琥珀博物館の所蔵：略

号 KAM）の概要を述べ，今後の研究の一助とした

い．

２．地質概説
久慈地域において上部白亜系の久慈層群の主要部分

は，北西から南東方向にかけて長さ約１５km，幅約２

km の範囲にわたって帯状に分布をする（図１）．先

宮古世の堆積岩類や前期白亜紀の花崗岩類を不整合に

被覆し，下位から３累層，すなわち玉川層，国丹層，

および沢山層によって構成されている（島津・寺

岡，１９６２；吉田ら，１９８７；梅津・栗田，２００７）．久慈

層群は，古第三系の野田層群に不整合に覆われてい

る．玉川層は，層厚最大１８０m，礫岩や砂岩を主体と

する浅海成層ないし陸成層である．下部は礫岩層であ

るが，中部から上部にかけて砂岩や炭質泥岩から植物

化石や琥珀の産出が知られる．また中部の砂岩にカキ

類 Konbostrea konbo の密集層が発達する（Chinzei，

１９８６）．国丹層は，層厚１７０m ほどの浅海成層である．

国丹層下部から中部の細粒砂岩からは，イノセラムス

類 Inoceramus japonicus やアンモナイト類 Polyptychoceras

subundulatum など多数の海生無脊椎動物化石を産出す

る（照井・長浜，１９９５）．また，久慈市長内町や野田

村米田海岸の国丹層からは，川上ら（１９８５）により絶

滅した海生爬虫類であるモササウルス類（有鱗目：モ

ササウルス科）の歯が報告されている．これらの示準

化石により，国丹層の地質時代は後期白亜紀サントニ

アンに対比される．沢山層は，層厚約７０m，礫岩・砂

岩を主体とする陸成層であり，挟在する炭層から植物

化石が知られる．

久慈琥珀博物館の東方に位置する琥珀採掘体験場

（図２）では，地表より最大５m ほど掘り下げた場

所に玉川層最上部の層厚４m ほどの黒色の炭質泥岩

が露出している．炭質泥岩には層状に炭質物を挟在す

る他，塊状の琥珀を多産する．この炭質泥岩の下位に

は，礫岩，炭質層，細粒砂岩の累積が認められる．細

粒砂岩を被覆する炭質泥岩の基底から１m 付近まで

が琥珀や脊椎動物化石を産出する層準となっている．

地層は東に５度ほど傾斜する．母岩の固結度は低く，

人力で容易に掘削できるほど軟弱な状態にある．

カメの甲羅の産状（図３，４）を見ると，骨の平坦

面が地層の層理面と一致している場合がほとんどで

あった．また骨の長軸方向に特定の傾向は認められな

い．さらに骨の表面に水流などによる埋没以前の破損

や摩耗の痕跡は認められない．したがって，強い水流

のない比較的静穏な環境で遺骸が埋没したものだと推

定される．以上のことから脊椎動物化石の産出層準

は，照井・長浜（１９９５）の堆積相 I に相当し，蛇行河

川が発達する氾濫原に形成された三日月湖などのよう

な沼沢地性の堆積環境にあったと考えられる．

図２．化石を産出した久慈琥珀博物館の琥珀採掘体験場．人物
は上中村守雄氏（左側）と大城竹雄氏．上部白亜系久慈
層群玉川層上部の炭質泥岩が露出しており，下位から琥
珀や脊椎動物化石を産出する．Aは Adocus の甲羅がま
とまって発見された地点，Bはナンシュンケリス科や鳥
盤類の化石が発見された地点を示す．

図１．岩手県久慈市の久慈層群玉川層における脊椎動物化石の
産出地点．地質図は大上・照井（１９８９）による．産出地
が地表より約５mほど掘り下げた地点にあるため，上位
の国丹層の分布域に重なることに注意．
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